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（AL 関連の実践）【高校/英語】 

アクティブなインプット学習から協働学習につなげる授業（２）               

乾菜摘（帝塚山学院中学校高等学校） 

 

溝上のコメントは最後にあります 

対象授業 

・ 授業：高校３年生 コミュニケーション英語Ⅲ（１単位） 

・ 生徒：１クラス４１名×６クラス 

・ 教材：Listening and Speaking Training Seminar 3（ラーンズ） 

          

第１節 はじめに 

高校２年から始めたスピーキングの授業※も１年が経ち、生徒たちは課題や機器の操作にも慣

れ、より授業を効率的に運営できるようになっています。２年次は文法の定着に時間を割くこと

が多かったのに比べ、３年ではスピーキング活動を中心に授業をしています。 

※「（AL 関連の実践）【高校/英語】アクティブなインプット学習から協働学習につなげる授業」              

http://smizok.net/education/subpages/aAL_00008(Inui_Tezukayama).html 

 

第２節 １年間の振り返りと成果 

（１） スピーキング力の向上 

授業の前半ではリスニングと音読でトピックの導入をし、後半ではそのテーマに沿ってスピー

キングの準備をします。時にはインターネットで情報を検索するなど、より内容の深いスピーキ

ングに取り組んでいます。授業の終盤ではクラスの前で発表をさせます。発表の機会を設けるこ

とで、人に伝えることを意識したスピーキングが出来上がります。クラスメートに聞かれること

を意識すると、難しい単語や専門用語、回りくどい表現を避けるようになります。辞書に頼りき

りになることなく、より身についた実際の力に近い英語で考えるようになりました。 

 

 

 

（２）聞く態度の育成 

発表の際にもう１つ意識させているのが聞く側の姿勢です。この発表が罰ゲームのように思わ

図表１ 授業風景 
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れては意味がありません。発表者が気持ちよく発表できるように、いい環境を作ることが大切で

す。発表の後に必ず教員側から質問を投げかけます。いま聞いた発表のキーワードを挙げさせ、

それらを板書して内容を復習させます。覚えたての文法を使ったり、いい表現が出てきたりした

場合にはそれも板書し、他の生徒へ紹介します。同じ教室で学んでいるクラスメートから新しい

表現を学ぶことができる。これは教師が長々説明して教えるよりも効果があります。生徒の発表

を１回で聞き取るにはかなりの集中力がいります。中には発音が間違っていたり、表現があいま

いな生徒もいます。それでも質問が投げかけられるので、何とか単語だけでも聞き取ろうとしま

す。こうした聞く姿勢をしっかり作ることで、発表の時間が罰ゲームではなく、学ぶ機会へと変

わります。 

 

（３）全員のアウトプットを増やす環境づくり 

これまでの英語の授業はどうしても一対多数で、生徒の授業への参加度に差が出がちでした。

また、インタビューテストをする際も１人１分として４０分以上かかってしまいます。この授業

ではパソコンと録音ソフトという最小限のＩＣＴを活用し生徒の授業への参加度を平等に、そし

て最大限に引き上げることが目的です。発表ができなかった生徒も、それぞれのスピーキングを

録音し授業後に教師が評価をします。毎回の発表と評価で緊張感を持って授業に取り組んでいま

す。スピーキングの力は話す機会が多ければ多いほど伸びます。これまで１年間、毎時間スピー

キング課題をこなしてきたおかげで、英語を話すことへの抵抗はかなり少なくなりました。  

 

 

 

第３節 他の授業とのリンク 

この授業を行う中で、英語以外の授業で学んだ知識やテクニックをスピーキングに生かす生徒

が増えてきたという思わぬ成果がありました。 

例えば日本の世界遺産を紹介するテーマでは、ちょうど地歴公民科の授業で触れたところだっ

たので、授業が盛り上がりました。生徒へはスピーキングの条件として、①その世界遺産が何な

のか、②世界遺産登録年度、③比較級を使った表現を盛り込むように伝えましたが、地歴公民科

の授業で覚えたての知識がたくさんあったので、この条件以外にもたくさんの情報を盛り込んで

くれました。 

また、「英語表現」という授業では、ネイティブ講師による授業が行われています。これまでは

図表２ パソコンを使って検索・録音 
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すぐに白旗をあげ日本人教員に和訳を求めていましたが、今では自分でネイティブ講師に、スピ

ーキングの授業で習った表現を使ったりしながら、必死に英語で表現しようと努力している姿を

多く見かけるようになりました。 

回を重ねるごとに、発表の仕方にも工夫が見られるようになりました。第一声でいかに聴衆の

注意を引きつけるかが発表のポイントになります。発表を行う授業は英語以外でもあり、他の授

業で使った表現を英語に変えて、時には聴衆に “Do you know ～？” と質問を投げかけることも

あります。自分の授業で教えていないことも他の先生方の授業からどんどん取り入れてくるので、

毎回の発表が予想外で楽しみです。 

 図表３ 生徒の発表の様子 

 

これまで別々に思えていた授業が、スピーキングの訓練を通じて生徒の頭の中で有機的に繋が

っていくように感じます。２年生の８月に受験した GTEC Speaking Test ではグレード３だった

ので、これらの成果を客観的に数値で表すべく、今年の８月にはグレード４の達成を目指したい

と思います。 

 

溝上のコメント 

・ 前回の実践報告（「（AL 関連の実践）【高校/英語】アクティブなインプット学習から協働

学習につなげる授業」）から約 1 年後の実践報告である。授業は、「コミュニケーション英語

II」から「コミュニケーション英語 III」へと移行している。 

・ 大きくいって、生徒が ICT（リスニング、録音）、アクティブラーニング（ペアワークでスピ

ーキング、前に出てきて発表）に慣れてきて、学習が充実している様子を見て取ることがで

きる。 

・ 前に出てきて発表を単なる発表と捉えるのではなく、身近な他者（クラスメート）を意識さ

せた発表と捉えることで、スピーキングにおける単語や表現が変わると教師は考えるように

なっている。また、聞き手（聴衆としての生徒）の注意をどのように引きつけるかというこ

とも発表のポイントとしている。聞き手を意識した発表を促すことで、手前の学習やグルー

プワークの質が向上することは、これまで説いてきたことでもある。 

・ 教師－生徒の縦の関係性だけでなく、聞き手（生徒）が発表者（生徒）からも学ぶような、
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生徒－生徒の横の関係性にも学びが拡がっている（＊参考：松永教諭の生徒同士の多声的な

学びをつくり出す授業実践も参照のこと）。 

【＊参考】「（AL 関連の実践）【中学/国語】シンキングツールを用いた評論文の「創造的読解」

（松永和也（桐蔭学園中学校） 

・ 生徒自身が他教科と繋いだ学習にしていくことがうかがえる。すばらしいと感じる。 

・ 私が授業見学したときには、「日本発祥のものを紹介する」というテーマで、生徒はインター

ネットで「自動販売機」「カップヌードル」「カラオケ」などを調べながら、紹介内容を英作・

スピーキングしていた。英作・スピーキングの学習ということだけでいえば、「自動販売機を

テーマにして思うことをスピーキングしよう」でもいいわけだが、調べ学習をすることで外

からの知識や情報を加えたより実際の場面（たとえば外国人への紹介）に近い状況を作り出

している点が秀逸だと感じる。潮来教諭の同じ「コミュニケーション英語」の授業で、クラ

ス間の意識調査をもとにした英作・スピーキングの授業もある（＊参考）。 

【＊参考】（AL 関連の実践）【高校/英語】アクティブラーニングの取り組み〈英語科〉身近

な事柄の教材化と ICT の活用（潮来友梨＠神奈川県立港北高等学校）  

 

 図表４ インターネットで調べ学習 

 

プロファイル 

 
 

・ 乾菜摘（いぬい なつみ）＠帝塚山学院中学校高等学校・英語 

・ 一言：この授業を通して、生徒が想像以上にたくさんの刺激を受けて

いることに気付きました。アクティブラーニングは生徒たちに学び合

う機会を与えてくれます。普段の試験だけでは測ることのできない、

生徒のそのような学び、成長を感じ取ることができました。社会では、

人に伝える力、コミュニケーション能力が求められています。この学

習が生徒たちの将来の進路に少しでも役立つことを願っています。 


